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当院は, ����年から島根県の総合周産期母子医
療センターに指定され, 母体・胎児集中治療室
(社会保険認可)  床, 新生児病棟�!床 (うち,
社会保険認可の新生児集中治療病床"床) で運用
している｡ 近年, 新生児病棟への入院数は増加傾
向であり, 帝王切開分娩後の経過観察入院を含め
ると, 年間!������名である｡ このうち, 在胎�#

週未満の超早産児は, ���$年以降, 年間��%$名
で, より早産の児が増える傾向にある｡
当センターでの最近&年間の超低出生体重児

(%���ｇ未満), 超早産児 (在胎�#週未満) の救命
率は, '�％を超えて, 全国の総合周産期母子医療
センターと同等である%)｡ (���'''ｇの超低出生体
重児の救命率は'(％, 在胎�)��#週の超早産児の
救命率は%��％と良好であったが, 在胎��週, �$
週で出生した児の予後は良好とはいえない�)｡
当院新生児科では, ①県内のすべてのハイリス
ク新生児を受け入れる, ②在胎��週以降であれば,
原則, 救命を目指して, できる限りの医療を行う,
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���$年7月から��%%年%�月に当院新生児集中治療病棟に入院した在胎週数�)週未満の超
早産児$#例の治療成績, 予後を検討した｡ 在胎����$週群 (%�例), 在胎�!���週群 (�)例)
の生存率はそれぞれ!%8(％, '�8$％であった｡ 在胎����$週群の児では, 生命予後のみな
らず, 視覚予後や精神運動発達予後も満足できるものではなかった｡ 在胎�)週未満の早産
の原因として, 子宮内感染 (絨毛羊膜炎, 前期破水) の関与が約��％の症例で認められた｡
出生後の治療には限界があり, 早産防止のためには母体子宮内感染の予防対策が必要であ
る｡ 今後, 妊婦の健康管理対策のさらなる向上に期待する｡
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